


要約:肺洗浄によりサーファクタント欠乏状態とした成熱兎の肺をデキサメサゾン投与後

従来の換気法(CMV)により 4 時間換気し、PaO2 の経過および換気後の肺洗浄液中の白血球

数より肺損傷の軽減の効果を見たところ、コントロールのデキサメサゾン非投与例に比べ

PaO2 は高値をとり、洗浄液中の白血球数も少なかった。デキサメサゾン投与は、本モデ

ルにおける肺損傷を軽減すると考えられた。


